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研究成果の概要（和文）：みどりの香り（青葉アルコール（(Z)-3-hexenol）0.03％ w/w と青

葉アルデヒド（(E)-2-hexenal）0.03％ w/w の混合液）がヒトの軽度精神性ストレスに対する

生理的応答への影響につき主に二種類の検討をおこなった。約 30 分間の Stroop Color-Word 

Test により、指先血流量、指先部皮膚温が有意には減少したが、みどりの香はその程度を有意

に減弱した。手掌部の発汗は、Stroop Color-Word Test により有意に増加したが、みどりの香

りはその程度を有意に抑制した。精神性ストレスに対する ACTH の応答はみどりの香りにより減

弱する傾向にあった。約 24 時間の病室隔離の実験ではみどりの香りは睡眠時の核心温を有意に

低下させ、血糖値を有意に上昇させたが、その他、心血管系、ストレスに関連する血中ホルモ

ンレベルに明確な影響はなかった。みどりの香りには軽度の精神性ストレスを緩和する可能性

があると考えられた。 

 

研究成果の概要（英文）：We investigated the influence of green odor (a mixture of equal amounts 

of (Z)-3-hexenol and (E)-2-hexenal diluted to 0.03％ (w/w)) administration on various physiological 

responses to two types of mild mental stress in human subjects. Stroop Color-Word Test significantly 

reduced finger blood flow and cutaneous temperature, and raised palmer sweating rate. These responses 

were clearly attenuated by green odor inhalation. In addition, green odor tended to depress plasma 

ACTH level after the mental stress. During 24-h isolation in a hospital room, green odor spray 

significantly lowered rectal temperature of subjects only during sleeping time. At the end of isolation, 

plasma glucose level was significantly elevated by green odor treatments. These results suggest a good 

possibility that green odor inhalation may attenuate physiological responses to acute mild mental stress 

in humans.  
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１．研究開始当初の背景 

医療活動は効率性と管理のしやすさから、
無機質系の内装が施された住空間で行われ
ている場合が多く、患者さんや介護を必要と
する高齢者の居住性が犠牲になる場合も多
い。このような無機質な空間で受ける医療・
介護は快適とはいえず、より豊かな医療・福
祉を実現するためには医療・福祉施設の居住
性の向上が緊急の課題といえる。そこで我々
はこれまで、内装に木材などの自然素材を用
いて病室の居住性を改善し、患者様の肉体
的・精神的ストレスを少しでも和らげる方策
を検討してきた。本研究では自然素材による
さらなる病室環境の改善を目指し、植物から
発生する“みどりの香り”がストレス下におか
れたヒトの生理機能をいかに修飾するかを
検討する。本研究により得られる成果は、医
療機関等において患者さんが受けるストレ
スを取り除くばかりでなく、地域あるいは全
国の医療・福祉のサービス向上に大きく寄与
する可能性を有する。 

 

２．研究の目的 

みどりの香りがストレスの緩和や疲労回
復を促すとする検討は数多くなされている
が、一部の動物を用いた実験を除き、その生
理学的根拠は乏しいと言わざるを得ない。近
年、Oka らはヒトにおいて寒冷昇圧テスト
(cold presser test)における心血管系の応答が
みどりの香りで緩和されると報告している。
しかし、手を 4℃以下の冷水に浸ける寒冷昇
圧テストは、非常に強い疼痛を引き起こし、
時として循環ショックすら引き起こす。また、
動物実験で用いられたストレスも強制的な
拘束負荷や水泳などであり、動物にとって極
めて強に刺激であった。そこで、本研究では
先ず、実際のヒトの生活レベルおいて負荷さ
れる軽度のストレスに対する生理的応答へ
のみどりの香りの効果を検討し（実験Ⅰ；精
神ストレスに対する生理的応答へのみどり
の香りの効果）、次いで、現場の病室に居住
するヒトへのみどりの香りの効果（実験Ⅱ；
隔離病室に滞在するヒトの生理機能に対す
るみどりの香りの効果）を検討することを目
的とした。 

 

３．研究の方法 

みどりの香りとして青葉アルコール
（(Z)-3-hexenol）0.03％ w/w と青葉アルデヒ
ド（(E)-2-hexenal）0.03％ w/w の混合液を用い
た。すべての実験は島根大学医学部倫理委員

会で承認を受けている。 

 

(1)精神ストレスに対する生理的応答へのみ
どりの香りの効果 

① 被験者 

 自発的に研究への協力を申し出、書式の同
意書を提出した健康な成人男性 9 名を被験者
とした。被験者は実験１週間以上前から、就
寝・起床などの生活リズムを一定とし、この
間は薬物の摂取、強度の運動を行わなかった。
また、実験前日からカフェインなどの摂取や、
香料の使用を禁じた。 

② 研究方法 

すべての実験は温度、湿度、照度を一定に
保った恒温恒湿室で行った。 

ⅰ）予備実験 

 精神的ストレスとして Stroop Color-Word 

Test (SCWT)を用いた。SCWT の負荷方法、馴
れる期間等を決定するため、SCWT に対するパ
フォーマンス実験を行った。この結果、4 種の
テストシートを 1 ブロックとし、5 回繰り返す
ことで精神ストレスとすることとした、さらに、
一回の練習の後、二回の実験間隔を 2 週間空け
ると、SCWT への馴れの影響を抑制することが
明らかとなった。 

みどりの香りの噴霧量およびパターンを決
定するため、幾つかの条件でにおい強度とにお
い快適感の変化を検討した。この結果、噴霧は
間欠的に行うこととした。 

ⅱ）実験手順 

被験者は前もって実験時に装着する各種
センサーに十分慣れておく。実験当日、被験
者は白の短パン、T シャツを着用し恒温恒湿
室に入室する。各種センサーを装着した後、
座位にて 30 分間安静を保つ。肘部の静脈よ
り採血し、20 分以上経過し止血が確認された
後、みどりの香りの噴霧を開始する。みどり
の香りは 6 分ごとに 1 分間、0.38ml/m で噴霧
した。2 セットのみどりの香りの噴霧後、SCWT

の 1 ブロックを６分毎に 5 回負荷した。精神
ストレス負荷の終了後、二回目の採血を行っ
た。みどりの香りの実験の二週間以上前、あ
るいは後に、みどりの香りの溶剤を噴霧した
条件で対照実験を行った。 

③測定項目 

結腸温、皮膚温（7 点）、手掌と前腕部発汗
量、指先部と前腕部皮膚血流量を連続的に
測定した。また、心拍数を 1 分毎に、血圧
を 5 分毎に測定した。採取した血液は一般
生化学的に解析し、また、ストレスに関連



するホルモン（ACTH、コルチゾール、カテ
コラミン、バゾプレッシン）の分析を行っ
た。 

 

(2)隔離病室に滞在するヒトの生理機能に対
するみどりの香りの効果 

 島根大学医学部付属病院内の放射線治療
用の隔離病室を使用した。病室とも寝具、机、
トイレ、洗面台、テレビ等、短期間滞在に必
要な機器・設備を設置し、通常の病室空調を
行った。 

①被験者 

 自発的に研究への協力を申し出、書式の同
意書を提出した健康な成人男性 9 名を被験者
とした。被験者は実験１週間以上前から、就
寝・起床などの生活リズムを一定とし、この
間は薬物の摂取、強度の運動を行わなかった。
また、実験前日からカフェインなどの摂取や、
香料の使用を禁じた。 

②実験手順 

被験者は前もって実験時に装着する各種
センサーに十分慣れておいた。実験当日、被
験者は午前 09 時までに隔離病室に入室した。
短パン、T シャツに着替えた後、各種センサ
ーを装着した。被験者は病室内で翌日の 10

時まで自由に生活した。この間、被験者は病
室外へ出ることは許されず、食事は一定の時
間に提供した。病室での滞在中、10 時～22

時、08 時～10 時の起床している時間のみ、
みどりの香りを 30 分ごとに 1 分間、2.67 

ml/min で噴霧した。1 週間以上の間隔を空け
た前、あるいは後に、みどりの香りの溶剤を
噴霧した条件で対照実験を行った。 

③測定項目 

携帯記録計により、結腸温、皮膚温（2 点）、
心拍数を 1 分毎に測定した。動脈血圧、皮膚水
分含量（7 か所）は就眠時間帯を除く時間帯に
おいて、4 時間毎に測定した。さらに、全身の
温度感覚、湿度感覚、温熱的快適感、におい強
度、におい快適感を申告した。病室退出直前に
肘部の静脈より採血し、その血液を般生化学的
に解析し、また、ストレスに関連するホルモン
（コルチゾール、カテコラミン、バゾプレッシ
ン）の分析を行った。病室内の物理的パラメー
タとして、室内気温、湿度を連続測定した。 

 
４．研究成果 
（1）精神ストレスに対する生理的応答への
みどりの香りの効果 

SCWT のパフォーマンス（回答時間、誤答
率）にみどりの香りは影響しなかった。 

 実験の測定開始から噴霧開始までの安静
期、噴霧開始から SCWT 負荷開始までの噴霧
期、SCWT 負荷時をストレス期とし、3 期に
分けて解析した。安静期と噴霧期における指
先血流量は対照群とみどりの香り実験群で
変化が無いことから、12 分間の対照液やみど

りの香りの噴霧は指先血流量に影響を及ぼ
さないことが示唆された。対照群の指先血流
量は安静期と比してストレス期で顕著に減
少した。みどりの香時にも SCWT 負荷により
指先血流量は低下したが、その程度は対照群
と比較して有意に減弱した。指先部皮膚温で
も同様な結果を得た。前腕部の血流量と、指
先以外の 6箇所の皮膚温はお SCWT負荷およ
びみどりの香りの影響は無かった。これら結
果は、みどりの香りは精神的ストレス負荷に
よる指先部血管の収縮に伴う血流量と皮膚
温の低下を改善する作用を持つことが示唆
された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手掌部の発汗では、対照群では安静期に比
較してストレス期の発汗量が有意に増加し
た。みどりの香り群でも精神性ストレスによ
り手掌部の発汗が促進されたが、その程度は
対照群と比較して減少する傾向があった。前
腕部の発汗量に対する SCWT 負荷およびみ
どりの香りの影響はなかった。これらの結果
は、みどりの香りが手掌部の精神性発汗を抑
制する可能性を示唆する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SCWT 負荷およびみどりの香りの噴霧は、
心拍数および血圧への影響はなかった。直腸
温は安静期に比較して噴霧期とストレス期
で有意な上昇したが、みどりの香りの有意な
影響はなかった。 

血漿 ACTH レベルは安静期に比しストレ
ス期で上昇する傾向にあった。みどりの香り
は精神的ストレス負荷による ACTH レベル
の上昇を抑制する傾向にあった（被験者 9 名
中 6 名でみどりの香りにより精神的ストレス



による ACTH の応答が抑制された）。血漿コ
ルチゾールやカテコールアミン類の濃度は
SCWT 負荷およびみどりの香りにより有意に
変化しなかった。 

みどりの香りの香りは軽度の精神ストレ
ス負荷に伴う、手掌の血管運動と精神性発汗
を抑制し、ACTH の応答を減弱する可能性が
あった。みどりの香りには精神性ストレスを
緩和する可能性がある。 

 

（2）隔離病室に滞在するヒトの生理機能に
対するみどりの香りの効果 

病室滞在中、すべての被験者の結腸温、心
拍数には明確な日内変動がみられた。結腸温
は 0600～0800 時にかけてみどりの香りの噴
霧により有意に低下した。心拍数、皮膚温、
全身の温湿度感覚、温熱的快適感に有意な差
は無かった。みどりの香りによりかおり快適
感が上昇する傾向があった。25 時間の病室へ
の隔離後の生化学的な血液の分析では、みど
りの香りにより血糖値が有意に上昇したが、
他の測定項目には大きな差はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験Ⅰでは研究ではみどりの香りは軽度
の精神的ストレスに対する応答を緩和した
が、今回の噴霧方法では病室への隔離ストレ
スに対するみどりの香りの効果は明確では
なかった。しかし、みどりの香りは睡眠時の
核心温の低下をより深くしており、睡眠の質
を向上する可能性もある。みどりの香りの噴
霧パターンと噴霧量の再検討等、さらなる検
討が望まれる。 
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